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表紙説明
　町内の各小中学校で水泳の授業が始まった。

児童たちは，先生の指示に従って，気持ち良

さそうに授業を受けていた。暑さの中，楽し

そうに水に親しむ児童たちの姿はなんとも微

笑ましい。

海もいいけどプールも楽しいよ♪
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平
成
23
年
度
市
町
村
民
所
得
推
計

市
町
村
民
所
得
推
計
と
は

　

市
町
村
民
所
得
推
計
は
、
県
民
経
済
計

算（
※
１
）と
同
じ
く
、国
民
経
済
計
算（
※

２
）
の
基
本
的
な
考
え
や
仕
組
み
に
基
づ

い
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
県
内
市
町
村
の

一
定
期
間
（
会
計
年
度
）
の
経
済
活
動
を

と
り
ま
と
め
た
も
の
。

市
町
村
民
所
得
推
計
の
ね
ら
い

　

市
町
村
民
所
得
推
計
は
、
生
産
、
分
配

面
か
ら
市
町
村
の
経
済
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
て
、
県
経
済
に
お
け
る
市
町
村
経
済

の
位
置
を
示
す
と
と
も
に
、
相
互
間
の
比

較
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
分

析
や
政
策
立
案
に
も
役
立
た
せ
よ
う
と
す

る
も
の
。

　

ま
た
、
市
町
村
ご
と
の
所
得
規
模
等
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
経

済
の
実
態
を
包
括
的
に
把
握
で
き
、
地
方

行
財
政
の
指
向
す
べ
き
目
標
が
設
定
で
き

る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
所
得
水
準
及
び
経

済
の
成
長
率
が
明
示
さ
れ
る
た
め
、
県
全

体
に
対
す
る
位
置
を
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
、
統
一
さ
れ
た
概
念
及
び
推
計
方
法
の

も
と
に
地
域
間
の
比
較
が
可
能
と
な
る
な

ど
の
利
点
が
あ
る
。

結
果
の
概
要

①
国
の
経
済

　

鹿
児
島
県
統
計
協
会
が
今
回
ま
と
め
た

『
平
成
23
年
度
市
町
村
民
所
得
推
計
報
告

書
』
に
よ
る
と
、
平
成
23
年
度
の
日
本
経

済
は
、
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

が
東
北
地
方
を
中
心
に
未
だ
か
つ
て
な
い

被
害
を
も
た
ら
し
、
全
国
的
に
も
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
（
※
３
）
の
寸
断
や
計
画
停

電
等
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
震
災
後
、
一

時
落
ち
込
ん
だ
消
費
マ
イ
ン
ド
（
消
費
者

の
購
入
意
欲
、
収
入
、
経
済
状
況
に
対
す

る
感
覚
）
の
改
善
や
企
業
の
事
業
活
動
の

正
常
化
な
ど
で
経
済
は
持
ち
直
し
に
転
じ

た
も
の
の
、
欧
州
政
府
の
債
務
危
機
や
タ

イ
の
洪
水
被
害
等
の
影
響
も
あ
り
、
国
内

経
済
と
し
て
は
名
目
で
2
年
ぶ
り
の
マ
イ

ナ
ス
（
△
１
・
４
％
）
成
長
、
実
質
で
は

２
年
連
続
の
プ
ラ
ス
（
０
・
３
％
）
成
長

と
な
っ
た
。

②
県
の
経
済

　

県
の
経
済
は
、
震
災
や
円
高
、
原
材
料

の
高
騰
な
ど
が
製
造
業
や
電
気
業
等
へ
影

響
を
及
ぼ
し
た
が
一
方
で
、
３
月
に
九
州

新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
が
全
線
開
業
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
本
県
へ
の
入
り
込
み
客
が

増
加
し
、
観
光
に
関
連
し
た
業
種
に
全
線

開
業
効
果
の
波
及
が
見
ら
れ
た
。

　

平
成
23
年
度
の
本
県
の
経
済
を
市
町

村
民
所
得
推
計
で
み
る
と
、
新
た
に
市

町
村
内
で
生
み
出
さ
れ
た
市
町
村
内
総

生
産
は
５
兆
４
３
８
０
億
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
０
・
６
％
の
減
と
な
っ
た
。
一

方
で
、
市
町
村
内
居
住
者
（
法
人
等
を
含

む
）
に
配
分
さ
れ
た
市
町
村
民
所
得
は

４
兆
１
３
０
１
億
円
で
前
年
度
に
比
べ

０
・
２
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た
、
市

町
村
民
所
得
を
本
県
の
総
人
口
で
割
っ

た
人
口
一
人
当
た
り
市
町
村
民
所
得
は

項目
実額 増加率（％）

平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 H22/21 H23/22

国内総生産（名目）（兆円）
国民所得（兆円）
人口一人あたり国民所得（千円）

474
344

2,689

480
352

2,752

473
347

2,715

1.3
2.3
2.3

△ 1.4
△ 1.6
△ 1.3

県内総生産（名目）（億円）
県民所得（億円）
人口一人あたり県民所得（千円）

53,632
39,303
2,296

54,684
41,201
2,415

54,380
41,301
2,431

2.0
4.8
5.2

△ 0.6
0.2
0.7

表１　国、県との比較

２
４
３
万
１
千
円
で
、前
年
度
に
比
べ
０
・

７
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

③
奄
美
の
経
済

　

奄
美
地
域
は
、
対
前
年
度
と
比
べ
る
と

全
体
で
増
加
率
１
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、

第
一
次
産
業
で
み
る
と
、
林
業
水
産
業
は

増
加
し
た
も
の
の
、
農
業
が
減
少
し
た
こ

と
に
よ
り
、
全
体
的
に
は
８
・
５
％
ほ
ど

減
少
し
た
。
第
二
次
産
業
で
は
、
製
造
業

は
減
少
し
た
も
の
の
、
鉱
業
、
建
設
業
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
的
に
は

11
・
１
％
の
増
と
な
っ
た
。
第
三
次
産
業

で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
は
減
少
し

た
も
の
の
、
卸
売
・
小
売
業
、
対
家
計
民

間
非
営
利
サ
ー
ビ
ス
生
産
者
等
の
増
加
に

よ
り
、
全
体
的
に
は
０
・
５
％
の
微
増
と

な
っ
た
。

（『「
平
成
23
年
度
市
町
村
民
所
得
推
計
報

告
書
」
編
集
・
発
行 

鹿
児
島
県
統
計
協

会　

平
成
26
年
5
月
発
行
』　

参
考
）

④
町
の
経
済
（
表
２
・
３
）

　

本
町
の
就
業
人
口
は
、
第
三
次
産
業
が

最
も
多
く
、
全
体
の
62
・
０
％
を
占
め
、

次
い
で
第
１
次
産
業
が
21
・
６
％
、
第
２

次
産
業
が
16
・
３
％
の
産
業
構
造
と
な
っ

て
い
る
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
最

も
多
く
全
体
の
28
・
４
％
を
占
め
て
お
り
、

次
い
で
農
業
が
20
・
７
％
を
占
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
就
業
人
口
４
・
９
％
の
製
造
業

は
、町
内
総
生
産
で
構
成
比
10
・
６
％
（
約

23
億
円
）の
高
い
生
産
量
と
な
っ
て
い
る
。

水
産
業
の
45
・
８
％
増
と
い
う
高
い
数
値

は
、
車
エ
ビ
養
殖
の
生
産
量
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
。

※
１　

県
民
経
済
計
算　

県
内
の
経
済

活
動
で
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
財
や
サ
ー

ビ
ス
（
付
加
価
値
）
を
、「
生
産
」・「
分

配
」・「
支
出
」
の
3
面
か
ら
把
握
し
、
県

経
済
の
状
況
を
総
合
的
に
ま
と
め
た
も
の

※
２　

国
民
経
済
計
算　

一
国
の
経
済

の
状
況
に
つ
い
て
、
生
産
、
消
費
・
投

資
と
い
っ
た
フ
ロ
ー
面
や
、
資
産
、
負

債
と
い
っ
た
ス
ト
ッ
ク
面
を
体
系
的
に

記
録
し
た
も
の
。

※
３　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン　

製
造
し

た
商
品
が
消
費
者
に
届
く
ま
で
の
一
連

の
工
程

2



表３　地域別市町村総生産
地域

産業
鹿児島県 奄美地域 喜界町

実績 構成比 増加率 実績 構成比 増加率 実績 構成比 増加率
第 1 次産業 193,049 3.6 2.3 16,793 5.0 △ 8.5 1,659 7.6 1.3
　農業
　林業
　水産業

162,087
6,570

24,392

3.0
0.1
0.5

△ 1.3
5.4

33.2

14,790
656

1,347

4.4
0.2
0.4

△ 13.0
10.1
77.2

1,528
5

125

7.0
0.0
0.6

△ 1.2
0.4

45.8
第２次産業 999,766 18.5 △ 5.1 44,663 13.4 11.1 4,189 19.2 11.4
　鉱業
　製造業
　建設業

31,563
663,386
304,817

0.6
12.3
5.6

15.7
△ 10.8

8.1

521
14,786
29,357

0.2
4.4
8.8

7.1
△ 3.2
20.2

10
2,309
1,871

0.0
10.6
8.6

△ 42.9
26.0

△ 2.2
第３次産業 4,207,397 77.9 0.3 272,568 81.6 0.5 15,846 72.5 0.3
　電気・ガス・水道業
　卸売・小売業
　金融・保険業
　不動産業
　運輸業
　情報通信業
　サービス業
　政府サービス生産者
　対家計民間非営利サービス生産者

119,883
651,147
207,466
659,928
367,340
178,467

1,141,774
714,584
166,808

2.2
12.1
3.8

12.2
6.8
3.3

21.1
13.2
3.1

△ 31.2
5.6

△ 1.9
1.1
0.2
0.6
1.3
0.0
8.1

8,529
26,811
9,842

37,860
19,402
11,698
70,518
77,506
10,403

2.6
8.0
2.9

11.3
5.8
3.5

21.1
23.2
3.1

△ 16.0
5.9

△ 2.0
0.4

△ 1.4
△ 0.1

1.4
0.1
9.9

541
1,785

372
2,450
1,045

715
3,471
5,293

174

2.5
8.2
1.7

11.2
4.8
3.3

15.9
24.2
0.8

△ 17.8
6.2

△ 2.3
0.6

△ 5.8
3.8
1.3
0.7

12.7
小計 5,400,212 100.0 △ 0.7 334,025 100.0 1.3 21,694 － －

輸入品に課される税・関税 63,323 － 15.4 3,917 － 17.7 254 1.2 18.9
（控除）総資本形成に係る消費税 25,530 － 9.6 1,579 － 11.8 103 0.5 13.0
市町村内総生産 5,438,005 － △ 0.6 336,362 － 1.5 21,845 － 2.5

（単位：百万円、％）

農業 ･･･ 耕種や畜産，農産加工，獣医業など
林業 ･･･ 育林業や素材生産業，狩猟業，特用林産物など
水産業 ･･･ 海面・内水面養殖業や，海面漁業など
鉱業 ･･･ 金属・非金属鉱業や土石採取業
製造業 ･･･ 水産加工や粗糖製造，大島紬製造など
建設業 ･･･ 土木工事，建設工事，補修工事など
電気・ガス・水道業 ･･･ 電力関係やガス業，水道業など
卸売・小売業 ･･･ 商品の卸売や小売に関するものなど
金融・保険業 ･･･ 銀行などの金融業や生命保険などの保険業
不動産業 ･･･ 不動産仲介業・賃貸業や住宅賃貸業など
運輸業 ･･･ 鉄道業や道路運送業，水運業など
情報通信業 ･･･ 郵便事業や放送業，通信サービスなど
サービス業 ･･･ 対個人・対事業所サービスなど
政府サービス業 ･･･ 国・県・市町村のサービスなど

対家計民間非営利サービス生産者 ･･･ 利益追求を目的とせず，
他の方法では効率的に提供しえない社会的，公共サービスを家
計に提供する生産者（私立学校や宗教団体，労働組合など）
市町村際間移動（内民差）･･･ 町内に年間 3ヶ月以内の期
間で就労した人数
輸入品に課される税・関税 ･･･ 輸入品に課される税・関税は
生産・輸入品に課される税の一種であり，関税と輸入品に係る
消費税からなり，輸入した事業所所在地で計上。

（控除）総資本形成に係わる消費税 ･･･ 総資本形成（固定
資本形成及び在庫品追加）については，仕入税額控除できる
消費税は含まれていない。これは，課税業者の投資にかかる消
費税が他の仕入にかかる消費税とともに，事業者が消費税を納
入する時点で納税額から控除できるためであり，生産系列と支出
系列を保つために，ここで当該部分を控除している。

表２　本町の就業人口
項目

産業

市　町　村　内　常　住　人　口 市町村間移
動（内民差）

市町村
就業人口 構成比

雇用者 役員 小計 個人業主 家族従業者 合計
第１次産業 138 4 142 508 168 818 △５ 823 21.6
　農業
　林業
　水産業

121
4

13

3
0
1

124
4

14

491
1

16

168
0
0

783
5

30

△５
０
０

788
5

30

20.7
0.1
0.8

第２次産業 465 60 525 73 19 617 △４ 621 16.3
　鉱業
　製造業
　建設業

1
134
330

0
12
48

1
146
378

0
28
45

0
11
8

1
185
431

０
△２
△２

１
187
433

0.0
4.9

11.4
第 3 次産業 1,929 99 2,028 239 80 2,347 △ 11 2,358 62.0
　電気・ガス・水道業
　卸売・小売業
　金融・保険業
　不動産業
　運輸業
　情報通信業
　サービス業
　政府サービス生産者
　対家計民間非営利サービス生産者

47
373
33
0

152
9

847
293
175

0
53
0
0
8
0

34
0
4

47
426
33
0

160
9

881
293
179

0
84
1
1
2
0

150
0
1

0
44
0
0
0
0

35
0
1

47
554
34
1

162
9

1,066
293
181

０
０
２
０
０
０

△ 14
２

△１

47
554
32
1

162
9

1,080
291
182

1.2
14.6
0.8
0.0
4.3
0.2

28.4
7.7
4.8

小計 2,532 163 2,695 820 267 3,782 △ 20 3,802 －

（単位：人、％）
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子
牛
売
り
上
げ
が
初
の
６
億
円
を

突
破　
　
　
　
～
和
牛
改
良
組
合
総
会
～

県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場
で
５
月
29
日

か
ら
の
３
日
間
行
わ
れ
た
県
高
校

総
体
の
陸
上
競
技
で
、
３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ

（
障
害
）
に
出
場
し
た
龍
田
優
斗
く
ん
（
鹿

児
島
商
業
高
校
3
年
・
湾
出
身
）
が
9
分

38
秒
45
の
自
己
新
の
好
記
録
で
見
事
2
位

入
賞
を
果
た
し
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た

南
九
州
大
会
の
出
場
を
決
め
た
。

　

予
選
4
組
に
出
場
し
た
龍
田
く
ん
は
、

同
組
を
ト
ッ
プ
で
通
過
。
決
勝
で
は
、
上水壕を飛び越え，前の選手を追う龍田くん

（前列左）【提供写真】

全
国
喜
界
会
連
合
会
役
員
会
お
よ
び

歓
迎
会
が
5
月
10
日
、
兵
庫
県
尼

崎
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
会
で
は
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
推
進
協
議
会
事

務
局
か
ら
「
全
国
の
郷
友
会
と
協
議
会
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
で
島
と
本
土

を
結
び
、
島
か
ら
『
人
・
物
・
情
報
』
を

発
信
す
る
構
想
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
町
長
か
ら
関
西

喜
界
会
幹
部
へ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
『
喜

界
大
使
』
の
委
嘱
状
交
付
が
あ
り
、
そ
の

後
会
員
た
ち
は
、
祝
舞
、
島
唄
等
で
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

翌
日
に
は
、
同
市
に
お
い
て
第
78
回
関

西
喜
界
町
郷
友
会
総
会
並
び
大
運
動
会
が

開
催
さ
れ
、
晴
天
の
中
約
６
０
０
人
の
シ

マ
ッ
チ
ュ
達
が
交
歓
を
楽
し
ん
だ
。

　

同
事
務
局
で
は「
よ
り
多
く
の
参
加
者
、

特
に
若
い
人
に
も
っ
と
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
報
告
：
事
業
推
進
協
議
会　

北
島
公
一
さ

ん
・
外
内
佳
奈
さ
ん
） 

出身者たちが交流を深めた運動会
【提供写真】

喜
界
町
和
牛
改
良
組
合
（
思
照
也
組

合
長
）
の
総
会
が
６
月
12
日
、
役

場
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
会
で

は
、
前
年
度
の
出
荷
、
繁
殖
実
績
の
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
の
年
間
子
牛
売

り
上
げ
が
初
の
6
億
円
を
突
破
し
た
こ
と

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。
表
彰
者
は
次
の

と
お
り
。

▼
Ｄ
Ｇ(

一
日
に
増
加
し
た
体
重)

の

部 

去
勢
1
位 

生
敏
廣(

１
・
２
３
８
㌕) 

雌
１
位 

西
岡
秀
道(

１
・
０
９
５
㌕)

▼

日
齢
単
価
の
部 

去
勢
1
位 

吉
見
勝
雄

(

２
，
４
４
８
円) 

雌
1
位 

西
啓
一(

２
，

０
０
２
円) 

▼
高
価
格
の
部 

去
勢
1
位 

思
照
也(

66
万
８
千
円) 

雌
１
位 

豊
原
芳

宏(

55
万
8
千
円) 

▼
繁
殖
成
績
の
部 

空

胎
期
間
１
位 

美
島
智
秀(

46
日) 

2
位 

森
本
貴
士
（
49
・
２
日
） 

3
位 

榮
哲
治

(

59
日)

〔
敬
称
略
〕

３
０
０
０
ｍ
Ｓ
Ｃ
で
県
大
会
を
2
位

で
通
過
し
、
南
九
州
大
会
の
決
勝
へ

位
を
う
か
が
い
な
が
ら
終
盤
ま
で
2
位
グ

ル
ー
プ
を
形
成
し
、
ラ
ス
ト
３
０
０
㍍
で

か
け
た
ス
パ
ー
ト
で
ラ
イ
バ
ル
た
ち
を
振

り
切
っ
た
。

　

ま
た
、
同
大
会
に
は
同
じ
く
本
町
出
身

の
南
幸
生
く
ん（
鹿
児
島
商
業
高
校
３
年
）

が
八
種
総
合
競
技
（
１
０
０
㍍
や
走
り
幅

跳
び
な
ど
）
で
５
位
入
賞
、
上
園
田
千
秋

さ
ん
（
大
島
高
校
２
年
）
が
砲
丸
投
げ
で

8
位
入
賞
す
る
な
ど
の
活
躍
を
み
せ
た
。

　

6
月
中
旬
、
南
九
州
大
会
の
予
選
１
組

に
出
場
し
た
龍
田
く
ん
は
、
終
盤
ま
で
先

頭
集
団
に
食
ら
い
つ
き
同
組
5
位
（
９
分

43
秒
83
）
で
通
過
し
た
。
全
国
へ
の
キ
ッ

プ
は
決
勝
で
6
位
以
内
の
入
賞
が
条
件
で

あ
る
。

　

そ
の
決
勝
当
日
、
大
舞
台
に
臨
む
緊
張

か
ら
く
る
腹
痛
、
そ
し
て
、
熊
本
県
勢
の

ハ
イ
ペ
ー
ス
の
レ
ー
ス
展
開
に
リ
ズ
ム
が

つ
か
め
な
か
っ
た
龍
田
く
ん
は
、
本
来
の

力
を
発
揮
で
き
ず
レ
ー
ス
を
12
位
で
終

え
、
惜
し
く
も
念
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

龍
田
く
ん
は
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を

目
標
に
挑
ん
だ
が
、
予
選
、
決
勝
と
も
自

分
の
走
り
が
で
き
ず
悔
し
い
。
し
か
し
、

初
め
て
出
場
し
た
南
九
州
大
会
で
強
豪
校

の
選
手
た
ち
と
走
れ
て
い
い
経
験
に
な
っ

た
」
と
レ
ー
ス
を
振
り
返
り
、「
今
回
の

悔
し
さ
を
忘
れ
ず
、
11
月
の
高
校
駅
伝
で

結
果
を
残
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
こ
れ

か
ら
も
応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
達
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
日
々
の
練
習
に

励
み
た
い
」
と
新
た
な
決
意
を
語
っ
た
。

出
身
者
た
ち
が
お
互
い
の

　
　
　
　
　
　

交
流
を
深
め
合
う
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テ
レ
朝
系
ナ
ニ
コ
レ
珍
百
景
が

　
　
　
　
　
　

ト
カ
チ
ン
漁
を
撮
影

テ
レ
ビ
朝
日
系
列
『
ナ
ニ
コ
レ
珍
百

景
』
の
収
録
が
６
月
7
日
、
白
水

の
海
岸
や
小
野
津
の
ま
ぐ
み
広
場
な
ど
で

行
わ
れ
た
。
収
録
に
は
、
お
笑
い
コ
ン
ビ

『
オ
ー
ド
リ
ー
』
の
春
日
俊
彰
さ
ん
が
現

れ
、
ひ
と
目
見
た
さ
に
多
く
の
町
民
が
見

学
に
訪
れ
た
。

　

今
回
珍
百
景
候
補
と
な
っ
た
の
は
、
島

の
伝
統
漁
『
ト
カ
チ
ン
（
イ
ソ
マ
グ
ロ
）

漁
』。
こ
の
漁
に
詳
し
い
先
山
・
浦
原
集

落
民
と
、
小
野
津
の
シ
ー
マ
ス
タ
ー
ズ
な

ど
が
協
力
し
、
事
前
に
仕
掛
け
た
網
に
魚

を
追
い
込
み
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
り
手
づ

か
み
で
一
匹
ず
つ
引
き
上
げ
た
。
春
日
さ

ん
も
実
際
に
体
験
し
、
ト
カ
チ
ン
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
数
匹
揚
げ
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
こ
の
模
様
は
過
日
放
送
さ
れ
、

見
事
珍
百
景
に
登
録
さ
れ
た
。

関係者と見学に来た町民と一緒に記念撮影
春日さんは前列左から3 番目

パンフレットを全部配り終え京都駅で記念撮影
【提供写真】

喜
界
高
校
２
年
生
（
生
徒
数
70
人
）
は

修
学
旅
行
期
間
中
（
6
月
7
日
～
12

日
）
の
６
月
９
日
、
京
都
駅
構
内
で
喜
界

島
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。
今
年
は
、
係

に
な
っ
た
15
人
と
自
主
的
に
集
ま
っ
た
生

徒
数
人
が
、
道
行
く
人
達
に
島
に
つ
い
て

の
説
明
な
ど
を
し
な
が
ら
、
約
９
０
０
部

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
つ
い
て
平
哲
郎
く
ん
（
商

業
科
）
は
「
最
初
は
は
ず
か
し
か
っ
た
が
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
く
れ
て

『
喜
界
島
は
ど
ん
な
と
こ
？
』
な
ど
と
質

問
し
て
く
れ
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。
外
国
人
が
多
か
っ
た
こ
と
に
は
び
っ

く
り
し
た
が
喜
界
島
を
P
R
す
る
い
い

機
会
な
の
で
、
来
年
も
後
輩
た
ち
に
こ
の

活
動
を
し
て
欲
し
い
」と
感
想
を
述
べ
た
。

あ
ゆ
み
幼
稚
園
は
６
月
4
日
、
ト
マ

ト
農
家
を
営
む
登
次
雄
さ
ん
（
城

久
）
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
狩
り

を
行
っ
た
。
園
児
た
ち
は
た
わ
わ
に
実
る

真
っ
赤
な
ト
マ
ト
を
見
て
歓
声
を
上
げ
、

新
鮮
な
ト
マ
ト
を
目
が
け
て
ハ
ウ
ス
中
を

駆
け
回
っ
た
。

　

体
験
し
た
中
山
透
音
さ
ん
（
赤
連
）
は

「
ト
マ
ト
を
探
す
の
が
楽
し
か
っ
た
。
早

く
家
に
帰
っ
て
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ

ん
と
一
緒
に
サ
ラ
ダ
に
し
て
食
べ
た
い
」

と
満
面
の
笑
み
で
感
想
を
語
っ
た
。

「じょうずにできあがったでしょ」と誇らしげに作品を広げた

町
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
推
進
協

議
会
は
鹿
児
島
市
内
で
織
物
業
を

営
む
益
田
勇
吉
さ
ん
の
荒
木
に
あ
る
実
家

で
、
草
木
染
め
体
験
教
室
を
行
っ
た
。

　

同
教
室
に
は
、
喜
界
高
校
の
美
術
部
顧

問
と
部
員
６
人
が
招
か
れ
、
草
木
染
工
房

の
大
島
順
子
さ
ん
（
小
野
津
）
指
導
の
も

と
、部
員
た
ち
は
草
木
染
め
に
挑
戦
し
た
。

　

草
木
染
め
に
は
、
藍
の
葉
を
ミ
キ
サ
ー

に
か
け
た
搾
り
汁
を
軟
水
や
雨
水
で
薄
め

た
も
の
を
使
用
。
生
徒
た
ち
は
、
絹
布
を

浸
す
度
に
深
ま
る
藍
色
を
楽
し
み
な
が
ら

自
ら
の
作
品
を
完
成
さ
せ
た
。

　

竹
内
夢
希
美
術
部
長
は
「
同
じ
藍
の
葉

で
も
使
う
水
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
り
の
色

が
変
わ
る
の
が
不
思
議
だ
っ
た
。
自
分
が

イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
全
く
違
う
も
の
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
」と
感
想
を
述
べ
た
。

真剣な表情でトマトを収穫する園児

喜
高
美
術
部
員
が

　
　
　

藍
の
草
木
染
め
に
挑
戦

喜
高
生
が
修
学
旅
行
で

　
　
　
　
　
　
　

喜
界
島
を
Ｐ
Ｒ

こ
の
ト
マ
ト
お
い
し
そ
う
♪

　
　

～
あ
ゆ
み
幼
稚
園
ト
マ
ト
狩
り
～

家で食べるのが楽しみだな～♪

5　Kikai Public Relations 2014.7



Kikaij ima information

本（民話）・わらべうたを子育てに岡市議会議員団が視察

物たちとのふれあい員数を増やして運営安定化を！

暦者たちが華を添えるポーツ指導者としての基礎知識を学ぶ

　シルバー人材センターは６月４日，役場多目
的ホールにおいて通常総会を開催した。会で川
島理事長は「今後，さらに会員を増やし，セン
ターの充実化を図ろう」とあいさつした。その
後，会員たちは，メンハナ公園でグラウンドゴ
ルフをしてお互いの親睦を図った。

　１００スポーツクラブは６月２日，役場多目
的室でスポーツ指導者研修会を開催し，指導者
や保護者たち約 30 人が参加した。参加者たち
は，すぐに実践できる栄養学や，ケガをしたと
きの応急処置を学び，さらに，ラダートレーニ
ングや家庭でできる体幹トレーニングなどを体
験した。【提供写真】

　第 41 回東京喜界湾郷友会が５月 25 日，東京
都新宿区内の会場で行われ，敬老者 18 人を含
む約 100 人が出席した。会では，上原康治旧会
長から宮元常忠新会長への役員改選などがあっ
た。また今年還暦を迎える 12 人が踊りを披露
し，会に花を添えた。【提供写真】

2014.7

絵

ス 還

会 動

きかいかわら版！

　今年度，文部科学省及び県教育委員会から土曜
授業推進事業のモデル校指定を受けた喜界小学校
で6月27日第２回目の授業があった。児童たちは，
畜産業を営む豊原芳宏さん ( 大朝戸）の飼育舎で
牛や山羊と触れ合い，生態をクイズ形式で学んだ。
また，児童たちは豊原さんから子山羊一匹を預か
り，1 ヶ月間学校で飼育した。

　本町を訪れた福岡市議会議員団は６月４日，
六次産業化を進める喜界島薬草普及協会や喜界
町漁業協同組合，地下ダムなどを視察した。

　喜界町図書館が主催する『図書館セミナー』
が６月 29 日，役場コミュニティーホールで開
催された。講師には奄美民話の会の嘉原カヲリ
さん（奄美民話の会代表）を招き，講演会を行っ
た。講演で嘉原さんは「奄美の心（昔話・わら
べうた）を次世代に伝えて欲しい」と語った。

福

川島町長、中島議長と記念撮影する
福岡市議会議員団一行

（左から 2 番目は大石修二副議長・阿伝出身）

❶
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産
業
と
文
化
と
健
康
福
祉
の
祭
典
「
第
11
回
し
ま
興
し
祭
り
」
が
６
月
28
日
、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　

式
典
で
は
、
産
業
部
門
や
社
会
福
祉
部
門
な
ど
の
各
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
個
人
10

人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
㈱
木
の
屋
石
巻
水

産
副
社
長 

木
村
隆
之
さ
ん
が
「
夢
と
希
望
の
水
産
業　

～
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
～
」
と

題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
、
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｙ
（
オ
ス
ミ
ー
）
2
人
組
に
よ
る
会
場
一体
と
な
る
参
加
型
の
コ
ン
サ
ー

ト
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ま
た
、
各
種
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表
や
展
示
、

各
種
売
店
な
ど
多
彩
な
イ
ベン
ト
が
あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
詰
め
か
け
た
。

　

川
島
町
長
は
、「
本
町
の
基
幹
作
物
で

あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
昨
年
は
長
引
く
日

照
り
に
収
穫
量
が
心
配
さ
れ
た
が
、
幸
い

に
も
八
万
一
千
ト
ン
と
二
年
ぶ
り
に
回
復

し
た
。
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
一
方
、

私
達
を
取
り
巻
く
地
域
の
環
境
は
過
疎

化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
依
然
厳
し
い
状

況
。
私
達
は
も
う
一
度
島
を
見
つ
め
な
お

し
、
持
ち
味
を
生
か
し
て
、
活
力
あ
る
豊

か
な
町
を
作
り
上
げ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
各
分
野
で
本
町
発
展
に

長
年
貢
献
し
た
功
労
者
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

表
彰
者　
【
産
業
部
門
】筑
紫
英
毅（
湾
）、

伏
見
一
彦
（
島
中
）、
禎
正
利
（
島
中
）、

木
元
五
十
二
（
坂
嶺
）、
近
井
修
（
志
戸

桶
）、伊
田
四
也
（
嘉
鈍
）、酒
井
勝
也
（
阿

伝
） 【
社
会
福
祉
部
門
】
西
俣
理
介
（
赤

連
）【
教
育
部
門
】菊
池
夜
世
子（
早
町
）、

長
岡
茂
治
（
阿
伝
） （
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
講
演
会
で
木
村
さ

ん
は
「
震
災
に
遭
い
、
缶
詰
工
場
も
壊
滅

状
態
と
な
り
、
自
分
た
ち
も
ど
う
す
れ

❶

❼

❸

➏ ❹

❽

❺

❶好評を博した木村副社長の講演　➋オープニングを

飾った喜界高校吹奏楽部員の演奏　❸多くの町民で賑

わった　❹営農支援センターからグァバのジュースがふるま

われた　❺喜界島の自然を表現した 『第１回渚 島の織布

展』 ➏アットホームなオスミーのステージ　❼広場では

様々な団体からフリーマーケットの出店があった　❽町の

マスコットキャラクター 『よろこびと』 が登場

第
11
回
喜
界
町
し
ま
興
し
ま
つ
り

❷

ば
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
全
国
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
な
ど
が
あ
り

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
自

社
が
製
造
し
て
い
る
缶
詰
に
は
喜
界
島
の

砂
糖
を
使
用
し
て
お
り
、
や
さ
し
い
味
が

出
せ
る
。
こ
の
砂
糖
の
お
か
げ
で
缶
詰
も

人
気
が
あ
る
。
こ
の
ご
縁
を
大
切
に
し
た

い
。」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
と
な
っ
た
『
第
１
回

渚　

島
の
織
布
展
』
で
は
、
鹿
児
島
市

で
（
有
）
益
田
織
物
を
営
む
益
田
勇
吉
さ

ん
（
霧
島
市
在
住
）
と
、
草
木
染
工
房

を
営
む
大
島
順
子
さ
ん
（
小
野
津
）
の
作

品
、喜
界
高
校
美
術
部
の
『
藍
の
生
葉
染
』

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
町
民
を
魅

了
し
た
。

　

広
場
で
は
、
多
く
の
出
店
が
あ
り
、

特
産
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
町
民
で
賑

わ
っ
た
。
姉
妹
都
市
で
あ
る
伊
佐
市
の

特
産
品
『
伊
佐
米
』
を
使
用
し
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
も
好
評
を
博
し
た
。

　

祭
の
最
後
に
は
恒
例
の
抽
選
会
が
あ

り
、
参
加
者
た
ち
は
１
等
商
品
「
草
刈

り
機
（
ビ
ー
バ
ー
）」
を
目
指
し
て
一
喜

一
憂
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
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れ
た
在
り
し
日
の
先
輩
た
ち
の
写
真
を
見
て
懐

か
し
ん
で
い
る
。

●
６
月
灯

　

旧
暦
６
月
13
日
の
午
前
に
、
滝
川
、
島
中
、

池
治
、
中
間
、
先
内
の
区
長
や
氏
子
総
代
、
有

志
が
住
吉
神
社
に
集
ま
り
、
神
官
に
よ
って
祭
典

が
行
わ
れ
、
御
礼
を
い
た
だ
く
。

●
豊
年
祭

　

旧
歴
９
月
13
日
に
行
わ
れ
る
祭
り
。午
前
中
は

『
６
月
灯
』
と
同
じ
様
に
進
め
ら
れ
、
午
後
か

ら
中
間
集
落
民
で
海
岸
線
が
美
し
い
ナ
ンハマ（
塩

浜
）
に
集
ま
って
楽
し
い
と
き
を
過
ご
す
。

●
亥
（
い
）
の
日
祭
り

　

旧
暦
10
月
の
最
初
の
亥
の
日
に
行
う
祭
り
。
一

説
に
よ
る
と
、
集
落
内
で
長
い
間
難
産
が
続
き
、

多
産
動
物
の
亥
（
い
の
し
し
）
に
あ
や
か
っ
て
豊

年
祭
り
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

年
か
ら
難
産
が
な
く
な
く
な
り
、
現
在
ま
で
続

い
て
い
る
と
い
う
。

●
シ
バ
サ
シ
ー

　

旧
歴
８
月
の
最
初
の
辛
（
か
の
と
）
の
日
に
行

う
行
事
。
島
外
か
ら
も
先
祖
の
供
養
の
た
め
に

帰
省
す
る
出
身
者
も
多
数
い
る
。
当
日
は
早
朝

６
時
に
集
合
し
、お
菓
子
等
を
お
供
え
す
る
（
※

現
在
は
生
活
改
善
の
た
め
全
戸
同
一）。
さ
ら
に
、

全
て
の
お
墓
に
お
参
り
し
て
、
先
輩
祖
先
の
偉
業

に
感
謝
し
な
が
ら
、
線
香
や
御
神
酒
を
あ
げ
る
。

集
落
性

　

戦
前
戦
後
に
多
く
の
教
職
者
を
輩
出
し
て
い

る
か
ら
か
言
葉
づ
か
い
が
丁
寧
。
さ
ら
に
、
先
輩

に
対
し
て
は
日
常
か
ら
敬
い
の
言
葉
を
多
用
す
る

礼
儀
正
し
い
集
落
民
が
多
い
。

観
光
名
所
な
ど

●
住
吉
神
社

　

集
落
内
に
あ
る
住
吉
神
社
は
、『
海
上
守
護
』

第
14
回
　
中
間
集
落

概
要

　

人
口
は
43
人
、
世
帯
数
は
24
世
帯
。
60
歳

代
が
5
人
、
75
歳
以
上
が
24
人
と
い
う
超
高

齢
化
が
進
む
集
落
。

　

集
落
の
沿
革
は
中
間
部
落
史
（
竹
之
下
芳

雄 

編
著
）に
よ
る
と
、寿
永
４
年（
１
１
８
５
年
）

に
壇
ノ
浦
で
源
氏
に
敗
れ
、
喜
界
島
に
逃
れ
て

き
た
平
家
の
落
武
者
が
、建
仁
２
年
（
１
１
８
７

年
）、
住
吉
の
森
に
住
吉
神
社
を
創
祀
し
た
と

き
か
ら
記
録
が
始
ま
る
。
琉
球
王
統
治
時
代

は
西
目
間
切
だった
が
、藩
政
初
期
の
慶
長
18
年

（
１
６
１
３
年
）
頃
か
ら
伊
砂
間
切
に
編
入
さ

れ
、
明
治
８
年
（
１
８
７
５
年
）
ま
で
約
２
６
０

年
間
何
代
か
の
与
人
（
島
の
諸
般
の
政
務
を
司

る
役
人
）
に
よって
治
め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
現
在
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
が
、

集
落
内
の
家
に
は
、
一
軒
一
軒
に
家
号
が
あ
り
、

最
古
の
旧
家
『
湾
殿
地（
勝
谷
本
家
）』や『
メ

ン
ト
ノ
チ
（
泉
本
家
）』
と
呼
ば
れ
る
場
所
な

ど
が
あ
る
。

 

集
落
行
事

●
敬
老
会

　

毎
年
１
月
3
日
に
還
暦
者
と
73
歳
以
上
の
敬

老
者
を
祝
う
行
事
。
会
で
は
85
歳
の
方
に
長
寿

会
か
ら
感
謝
状
と
お
祝
い
金
が
贈
ら
れ
、
舞
踊
、

島
唄
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
賑
や
か
か
つ
盛
大
に
行

わ
れ
る
。
最
後
は
全
員
で
六
調
を
踊
り
、
記
念

撮
影
を
し
て
公
民
館
に
飾
る
こ
と
が
習
わ
し
と

なって
い
る
。
今
回
で
31
回
目
。

　

現
在
、
敬
老
者
は
約
10
人
だ
が
、
昭
和
58

年
頃
は
40
人
を
越
え
る
敬
老
者
が
参
加
し
て

い
た
。
今
で
も
集
落
民
は
、
公
民
館
に
飾
ら

『
交
通
安
全
』『
家
内
安
全
』『
安
産
』『
厄
除
け
』『
商

売
繁
盛
』
の
ご
利
益
が
あ
る
と
し
て
他
集
落
か
ら

も
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ご
神
格
は
『
海
に
ま
つ
わ
る
漁
業
・
水
に
ま
つ

わ
る
農
耕
の
神
』『
航
海
安
全
の
神
』。
総
本
社

は
、
大
阪
府
堺
市
堺
区
住
吉
神
社
。

●
ミ
ン
ド
マ
イ　

　

中
間
海
岸
は
水
泊
ま
り
（
ミ
ン
ド
マ
イ
）
と
い

う
入
り
江
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
今
で
も
水
が
わ

き
出
て
い
る
。
戦
前
戦
後
は
、
干
潮
時
に
集
落

民
の
洗
濯
場
と
し
て
利
用
す
る
憩
い
の
場
で
も

あ
っ
た
。
満
潮
時
に
は
塩
分
濃
度
が
少
な
い
海
水

浴
場
と
し
て
、
旧
坂
嶺
小
学
校
の
児
童
た
ち
な

ど
が
利
用
し
て
い
た
。
現
在
は
ほ
と
ん
ど
利
用
が

な
く
、
懐
か
し
い
思
い
出
の
場
と
な
って
い
る
。

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落

中間集落区長。区長歴９年目。
昭和 13 年生まれ。26 年間役
場に勤務して定年退職を迎え
る。「高齢者が中心の集落で
あるからこそ皆で協力し合あ
える集落づくりを目指してい
る」と語る。

平
島

　
稔
区
長

（75）

坂嶺方面から中間公民館を撮影

Profile

住吉神社

ミンドマイ
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妊
婦
、
と
く
に
妊
娠
初
期
の

女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が

『
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
』
（
目

や
耳
の
障
害
や
心
疾
患
な
ど
）

と
い
う
病
気
に
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
県
で
は
、
妊
婦
さ

ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
、

無
料
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
結
果
に
よ
っ
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
風
し

ん
に
対
す
る
免
疫
を
持
つ
事
が

必
要
で
す
。

【
対
象
者
】

県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配

偶
者
な
ど
の
同
居
者

③
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者

【
島
内
の
実
施
場
所
】

・
前
川
医
院

・
喜
界
徳
洲
会
病
院

島
外
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
下
さ
い
。

【
実
施
期
間
】
平
成
27
年
3
月

31
日
ま
で

詳
し
く
は
、
各
医
療
機
関
に
お

り
を
！

＊
熱
中
症
の
症
状

軽
度　

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・

こ
む
ら
返
り
・
大
量
の
発
汗

中
度　

頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・

体
の
だ
る
さ
・
虚
脱
感

重
度　

意
識
障
害
（
反
応
や
会

話
が
お
か
し
い
）
け
い
れ
ん
・

運
動
障
害
（
普
段
ど
お
り
に
歩

け
な
い
な
ど
）
高
体
温

＊
対
処

●
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
保

冷
剤
な
ど
で
体
を
冷
や
す
。

（
冷
や
す
場
所
:
首
、
脇
、

腿
の
付
け
根
）

体
を
濡
ら
し
て
風
を
当
て
る
の

が
効
果
的
で
す
。

●
安
静
と
十
分
な
水
分
と
塩
分

の
補
給
。
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
又
は
0.1
～
０．２
％
濃
度
の

塩
分
水
）

※
重
症
の
場
合
は
、
た
め
ら
わ

ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
4
月
29
日
～
5
月
８
日
に

肺
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
た
方

で
、
①
精
密
検
査
が
必
要
な
方

②
何
ら
か
の
所
見
は
認
め
ら
れ

る
が
、
精
密
検
査
は
必
要
な
い

方
③
喀
痰
検
査
を
受
け
ら
れ
た

方
へ
の
結
果
通
知
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

通
知
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
今
回
の
検
診
の
結
果
は
「
異

常
な
し
」
と
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
室
温
や
気
温
が

高
い
中
で
、
体
内
の
水
分
や
塩

分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
体

温
の
調
整
機
能
が
働
か
な
く
な

り
、
ひ
ど
い
時
に
は
命
に
関
わ

る
病
気
で
す
。

＊
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
で
室
温

を
調
整
（
温
度
28
℃
以
下
、

湿
度
50
～
60
％
）

●
の
ど
が
乾
か
な
く
て
も
こ
ま

め
に
水
分
補
給
。
（
三
食
以

外
に
コ
ッ
プ
７
～
８
杯
の
水

分
を
）

●
日
頃
か
ら
睡
眠
や
栄
養
を

し
っ
か
り
と
っ
て
体
力
づ
く

第 17 回喜界町生涯学習推進大会
〈第３分科会〉生き生き健やか健
康部会

【実践事項】
健診を受けることで自らの健康状

態を認識し、 バランスのとれた食生

活を基本として、 自分にあった運動

や健康法を継続します。

 

新西　遼太くん 金田一総司くん 一眞優佑柰ちゃん直　優喜くん　

大喜匠太郎くん 向井　恵賀くん 吉　梨杏ちゃん峰山　智花ちゃん

牧田　琉莉ちゃん

３歳児健診で虫歯ゼロだったよ ! !

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

風
し
ん
抗
体
無
料
検
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

「肺
が
ん
検
診
」
の
結
果
に
つ
い
て

 熱
中

症

に

注

意

!!
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喜
界
町
教
育
委
員
会
（
積
山
泰
夫
教

育
長
）
は
、
６
月
５
日
（
木
）
に
学
力
向

上
対
策
委
員
会
、
６
月
10
日
（
火
）
に

学
力
向
上
推
進
委
員
会
を
喜
界
町
役
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

喜
界
町
の
教
育
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題

は
学
力
向
上
で
す
。
県
の
鹿
児
島
学
習

定
着
度
調
査
結
果
で
、
小
学
校
は
県
平

均
よ
り
も
概
ね
高
く
、
中
学
校
の
学
力

が
低
い
状
況
に
あ
り
、
対
応
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
力
向
上
対
策
委
員
会
は
、
各
小
・

中
学
校
の
管
理
職
、
学
力
向
上
推
進
担

当
者
が
集
ま
り
、「
わ
が
校
の
学
力
向
上

具
体
策
」
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
後
、

質
の
高
い
授
業
づ
く
り
に
つい
て
協
議
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
全
教
師
が
意
識
し
て
授

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
喜

界
の
授
業
合
い
言
葉
」を
決
定
し
ま
し
た
。

　

き　

き
ち
ん
と
ス
タ
ー
ト

　

か　

か
ん
が
え
さ
せ
て

　

い　

い
い
発
表

　

チ
ャ
イ
ム
の
合
図
で
授
業
を
始
め
、
児

童
生
徒
に
し
っ
か
り
考
え
さ
せ
、
互
い
の

意
見
を
交
流
す
る
授
業
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

学
力
向
上
推
進
委
員
会
は
、
各
小
・

学
力
向
上
に
向
け
て
の
取
組
を
協
議

中
学
校
の
管
理
職
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
学
級

委
員
長
等
が
集
ま
り
、
家
庭
で
取
り
組

む
共
通
実
践
事
項
に
つい
て
協
議
し
ま
し

た
。
小
学
校
下
学
年
、
小
学
校
上
学
年
、

中
学
校
全
学
年
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
次
の
点
に
つい
て

各
家
庭
で
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

①　

音
読
に
取
り
組
ま
せ
、
自
信
を
も

た
せ
る
。

②　

午
後
９
時
就
寝
を
も
と
に
生
活
リ
ズ

ム
を
つ
く
る
。

※　

親
の
見
届
け
と
声
か
け
で
学
習
習

慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

①　

親
子
で
毎
日
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と

る
。

②　

家
庭
学
習
の
時
間
を
確
保
す
る
。

③　

睡
眠
時
間
を
適
切
に
確
保
し
，
生

活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

①　

担
任
と
保
護
者
が
協
力
し
、
子
ど

も
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
家
庭
学
習

計
画
を
つ
く
る
。

②　

週
に
１
回
は
家
庭
学
習
の
見
届
け

を
す
る
。

　

ま
た
、
全
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
、

　
　
　
　

を
共
通
実
践
事
項
と
し
ま
し

た
。
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
学
力
向

上
を
図
って
い
き
ま
す
。

　

参
加
し
た
中
学
校
の
あ
る
保
護
者
は
、

「
笑
顔
は
周
り
の
人
を
い
い
気
分
に
さ
せ
る
。

講
演
最
後
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
れ
た
子
への
手

紙
で
は
涙
が
と
め
ど
な
く
流
れ
た
。『
あ
な

た
の
親
で
良
かっ
た
』『
あ
な
た
が
私
の
子
で

良
か
っ
た
』　
『
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
』
と
実
感
で
き
る
親
子
の
関
係
を
築

け
る
よ
う
子
ど
も
と
共
に
過
ご
す
時
間
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

親
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
は
変
わ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
変
わ
れ
ば
学
校
は
変
わ
り
ま
す
。

学
校
が
変
わ
れ
ば
地
域
は
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
が
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
繋
が
り

ま
す
。
親
子
の
絆
・
地
域
の
絆
を
深
め
る
た

め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
15
日
（
日
）
に
役
場
コ
ミュニテ
ィ
ホ
ー

ル
で
標
記
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図
る

た
め
に
毎
年
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
等

を
対
象
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
奄
美
市
立
大
川
中
学
校
長
の
田

中　

浩
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
お
や

お
や
？
親
？
～
家
庭
で
は
何
を
す
べ
き
か
～
」

と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、①
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
努
力（
不

機
嫌
は
公
害
で
あ
り
、
他
人
に
見
せ
る
の
は

マ
ナ
ー
違
反
）
を
す
る
。
②
少
し
の
失
敗
で

子
ど
も
を
叱
っ
た
り
、
第
三
者
と
比
較
し
て

は
子
ど
も
を
駄
目
に
す
る
。
③
相
手
の
長
所

と
付
き
合
う
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
④
教

育
と
は
教
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ

の
人
が
本
来
持
って
い
る
良
さ
を
引
き
出
す

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
、
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
図
る
た
め
の
ゲ
ー
ム
等
を
取
り
入
れ
な
が

平
成
26
年
度
総
合
家
庭
教
育
学
級
講
演
会（ユーモアを交えながら熱くお話しをする

　田中浩先生）

ら
、
独
自
の
理
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
１
２
０
名
を
超
え
る
関
係
者
が

来
場
し
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
感
動
に
包

ま
れ
た
。
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（会場には保護者や学校関係者など多く
の方にお越しいただきました）

【
喜
界
の
授
業
合
い
言
葉
】

【
小
学
校
下
学
年
】

『
子
ど
も
に
“や
る
気
”
と
“自

信
”
を
も
た
せ
る
見
届
け
と
声
か
け
を

し
よ
う
』

【
中
学
校
】

【
小
学
校
上
学
年
】
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国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校

生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
、
自
分
や
家
族
の
体

験
を
通
し
て
、
税
に
つい
て
自
分

が
考
え
た
こ
と
な
ど
、
税
に
関

す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結

構
で
す
。

　

字
数
は
、
８
０
０
～
１
２
０
０

字
以
内
、
締
切
は
9
月
５
日

（
金
）
と
な
って
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
国
税
庁
及
び
全

国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で

は
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
税
に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し

ま
す
（
字
数
は
１
２
０
０
字
以

内
、
９
月
４
日
（
木
）
締
切
）。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ｗｗｗ
･
ｎ

ｔ
ａ
・ｇ
ｏ
・
j
p
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

☎
０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
２
１

 　

難
病
相
談
事
業
に
つ
き
ま
し

て
次
の
と
お
り
巡
回
相
談
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
26
年
７
月
24
日

　

お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も

の
で
す
。

１�　

終
戦
後
、外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸

地
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

２�　

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、

総
領
事
館
、
日
本
人
自
治
会

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

券
の
う
ち
、
そ
の
後
、
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半

数
以
上
は
返
還
の
お
申
し
込
み
が

な
く
、
現
在
も
税
関
に
保
管
さ
れ

た
ま
ま
に
なって
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
返
還
につい
て
は
、ご
本
人
だ
け

で
な
く
、ご
家
族
の
方
も
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
心
当
た

り
の
方
は
、お
気
軽
に
税
関へお
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
合
せ
先

長
崎
税
関
業
務
部
税
関
相
談
官

℡
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
0
1
2
0

―
8
2
8
―
6
8
0

〒
8
5
0
―
0
8
6
2

長
崎
市
出
島
町
１
番
36
号

長
崎
税
関
ホ
ー
ムペー
ジ

http://w
w
w
.custom

s.go.jp/
nagasaki/

（
木
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】
大
島
支
庁
本
館
４
階

会
議
室

【
対
象
者
】
名
瀬
保
健
所
管
内

の
難
病
患
者
・
家
族
、
関
係
者 

対
象
疾
患
：
膠
原
病
全
般

【
内
容 

】

受
付 

午
後
１
時
～
午
後
1
時

30
分

講
話 

午
後
1
時
30
分
～
午
後

２
時
40
分

「
膠
原
病
と
と
も
に
（
仮
題
）」

講
師　

泉
原
リ
ウ
マ
チ
・
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長　

泉
原
智
麿
先

生 休
憩 

午
後
２
時
40
分
～
午
後

2
時
50
分

交
流
会
（
質
疑
応
答
含
む
） 

午

後
2
時
50
分
～
午
後
3
時
50
分

助
言
者　

泉
原
智
麿
先
生

ま
と
め  

午
後
３
時
50
分
～
午

後
４
時

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
相
談
課　

永
山

☎
０
９
９
（
2
1
8
）
3
1
3
4

　

～
引
揚
者
並
び
に

　
　
　
　
　
ご
家
族
の
皆
様へ～

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券

類
を
お
返
し
し
てい
ま
す
。

高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

平成 26 年度　市町村振興宝くじのお知らせ
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾎﾞ宝くじ ＆ｻﾏｰｼﾞｬﾝﾎﾞﾐﾆ 6000 万
発売期間　７月４日 ( 金）～７月 25 日 ( 金 )

発売場所　全国の宝くじ売り場

抽 選 日　８月５日 ( 火 )

当選金支払い期間
平成 26 年８月 11 日 ～平成 27 年８月 10 日

●相談無料
●匿名可
●秘密厳守

公益財団法人　人権教育啓発推進センターでは、アイヌの方々の悩みをお受けする

嫌がらせ、差別、プライバシー侵害などの

平日 ・土曜日　　午前 10 時～午後 5時 ( 要予約 )

※来訪によるご相談もお受けします。

◆本相談事業は、( 公財 ) 人権教育啓発推進センターが、厚生労働省の平成 25 年度社会福祉推進事業により実施するものです。厚生労働省

～アイヌの方々のための全国一斉電話相談を行っています～

何かお困りのことはありませんか

アイヌの方々 をお受けしますからの ご相談様々な

何かお困りのことはありませんか

～アイヌの方々のための全国一斉電話相談を行っています～

平成 27 年３月３１日（火）
時 間 　　　 平日・土曜日 

  
  午前１０時～午後 5 時

※　日曜、祝日、８/10 ～ 8/17、12/27 ～ 1/4 はお休み

【受付期間】　

フリーダイヤルを開設しております。

ご相談もお受けします。

事業継続
お知らせお知らせ

事業継続 の

　　　　　（公財 ) 人権教育啓発推進センター
〒105-0012　東京都港区芝大門 2-10-12　ＫＤＸ芝大門ビル　4 階
                                 URL http://www.jinken.or.jp/

◆本相談事業は、( 公財 ) 人権教育啓発推進センターが、                    ◆本相談事業は、( 公財 ) 人権教育啓発推進センターが、 

0120－771－208
アイヌの方々のための相談専用フリーダイヤル

0120－771－208

ご希望によりアイヌの相談員が応じます。

　　　　　（公財 ) 人権教育啓発推進センター
〒105-0012　東京都港区芝大門 2-10-12　ＫＤＸ芝大門ビル　4 階
                                 URL http://www.jinken.or.jp/

アイヌの人々は、 シマフクロウを
コタンコロカムイ ( 村を守る神 ) と考え、
自然とともに大切にしてきました。

シマフクロウ

まで

厚生労働省厚生労働省 の平成 26 年度社会福祉推進事業により実施するものです。の平成 26 年度社会福祉推進事業により実施するものです。厚生労働省

難
病
巡
回
相
談（
難
病
全
般
）

に
つ
い
て

引
揚
者
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
へ

暮らしの情報 インフォメーション

町内取扱店：奄美信用組合　喜界支店　TEL ６５－２３１１
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航空学生モデルケース　※平成23年3月現在
海上自衛隊航空学生（階級、給与）

階　級 給与(飛行手当含)

２等海士 １５９，５００円

１等海士 １７６，２００円

海 士 長 １７８，１００円

３等海曹 ２７９，６００円

２等海曹 ３２５，５００円

１等海曹 ３６６，８００円

海 曹 長 ３７３，２００円

３等海尉 ４１１，２００円

※１：平成26年度の募集人員につきましては、

　　　決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。必ずご確認ください。

航空学生（ﾊﾟｲﾛｯﾄ等養成ｺｰｽ）募集案内

【お問い合わせ先】
自衛隊鹿児島地方協力本部　奄美大島駐在員事務所
住所：奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁内　別館２階 電話：０９９７－５３－９１０３
その他、詳細については奄美大島駐在員事務所までご連絡下さい。

６年（２４歳）

入隊年数（年齢一例）
０年（１８歳）

０年６か月（１８歳）
１年（１９歳）
２年（２０歳）

２年７か月（２１歳）
４年（２２歳）
５年（２３歳）

（参考（平成２５年度））※１ 

※１：平成26年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。必ずご確認ください。

【お問い合わせ先】
自衛隊鹿児島地方協力本部　奄美大島駐在員事務所
住所：奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁内　別館２階 電話：０９９７－５３－９１０３
その他、詳細については奄美大島駐在員事務所までご連絡下さい。
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珊瑚の華詰合せ 喜界島あらかると 島かし詰合せ

お中元・お土産・ご贈答にお気軽にお問合せ下さい

 

【お問合せ先】 
喜界町夏まつり協賛会事務局（役場企画課内） 
〒891-6292 鹿児島県大島郡喜界町湾1746番地 
TEL：0997-65-3683  FAX：0997-65-4316 
E-mail：kikaku-2@town.kikai.lg.jp 

※広報きかい6月号（No.564）においてプログラムの 
  誤りがありましたことをお詫び申し上げます。 

有料広告

有料広告
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有料広告

代表　叶　吉徳
宅地建物取引主任者
ＮＰＯ法人 [ 日本ＦＰ協会認定者
ファイナンシャル・プランナー ]（ ）

開業いたしました。

業務内容 /不動産、賃貸、売買、管理、運用設計

「浄真寺」永代供養の墓紹介

　永代供養の墓とは、跡継ぎがない、単身者、
子どもや親類のない方、嫁いだ子に迷惑をか
けたくない思い、自宅で長年ご遺骨を保管さ
れてきた方、喜界島にお墓がありながら行く
末を安じておられる方、生まれ育った島で安
らかに眠りたい眠らせたいと思っておられる
方など安置する終の棲家を提供することです。
：埋葬料金（１骨３万円）：生前予約あり：宗
教は問いません

時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。
この度、喜界島に「カ・ナウ不動産」を開業する運びと

なりました。皆様にご指導とご支援と賜り、
お役に立ちたいと思います。

今後ともご愛顧のほどよろしくお願い申しあげます。

（公社）鹿児島県宅地建物取引業協会会員（公社）全国宅地建物取引業保証協会会員
宅地建物取引業 鹿児島県知事免許 ( １) 第 5909 号

「カ・ナウ不動産」
大島郡喜界町湾 555-7　☎０９９７（６５）０３７４・FAX ０９９（８３３）３１４５

ｅ－ｍａｉｌ : ５５５７ｋｉｋａｉ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ

○お骨預かり
　　　　　年間１骨２万円

○お位牌預かり
　　　　　年間１牌２万円

○永代経（納骨壇）５３万円

○僧侶見習い募集

：浄真寺は喜界町湾４番地
　　　　　　（旧湾小正門前）
：宗教法人【本山】龍谷山
　本願寺（西本願寺）京都市
：問い合わせ：
　　　電話 0997 － 65 － 1013

有料広告
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　 町   職   員   募   集
平成２６年度 喜界町職員採用試験を次のとおり行います。

◇試 験 名 	初級（高校卒業程度）
◇試験区分	 一般事務Ａ
	 一般事務Ｂ（埋蔵文化財の専門的知識を有する者）
	 農業技術職
	 保健師（有資格者）
◇採用人員	 一般事務Ａ　若干名
	 一般事務Ｂ  若干名
	 農業技術職  若干名
	 保健師　　　若干名
◇受験資格
　一般事務 A
　�昭和 62 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者で高等学校以上を卒業した

者  ( 平成 27 年３月卒業見込みの者を含む）
　一般事務 B
　�昭和 49 年４月２日以降に生まれた者で大学において考古学又は歴史学を専攻し、卒業

又は平成 27 年３月卒業見込みの者で発掘調査の経験がある者
　農業技術職
　�昭和 49 年４月２日以降に生まれた者で大学または専門学校で農業に関する分野を履修

し、卒業又は平成 27 年３月卒業見込みの者
　保健師
　�保健師資格を有する満５０歳までの者

◇第１次試験日時・会場
　平成 26 年９月 21 日（日）　役場多目的室
　教養試験・作文試験・適性検査
◇申し込み受付け期間
　平成 26 年 7 月 28 日 ( 月 ) ～ 8 月 21 日 ( 木 )　※土日を除く
　＊郵送の場合 8 月 21 日までの消印有効
◇問い合わせ先
　 役場総務課（65-1111） 

～総務課からのおしらせ～
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「毎月５日はエコライフデー！」とし、電気・水・
燃料などの省エネ活動やエコドライブに取り組ん
でいます。
地球環境を守るかごしま県民運動推進会議
７月の取り組み
環境にやさしい自然との付き合い方（海の環境保
全）
①使い古しの食用油等は水に流さないようにしま

す。
②洗剤・石鹸・シャンプーは適量を使います。
③自然とふれあう際は必ずごみは持ち帰ります。
④下水道への早期接続及び合併浄化槽の設置が海

の環境保全につながります。

住民課からのお知らせ
［毎月５日はエコライフデー！］

　今までは、固定電話で『１１９番』をダイヤル
すると直接喜界消防分署に繋がっていましたが、
今年度中（１０月頃予定）に携帯電話同様、大島
地区消防本部に直接繋がるようになります。詳細
は、日程等が決定後に広報誌や防災無線等でお知
らせします。また、救急、火災の通報は『１１９
番』でお知らせ下さい。

消防署からのお知らせ
［今年度中に１１９番が本部直通へ］

 

 
 
 

統合失調症患者のご家族を対象に「家族教室」を開催します。

参加はご家族に限らせていただきますので，同じ悩みを抱え

るご家族同士，思いを共有し，語り合いましょう。家族の対応

方法を考えたり，患者さん自身から体験談を聴く時間もありま

すので，ぜひご参加下さい。

 
【日時・内容】 

 
■第 回 月 日 金 １４時～１６時

①講話：｢統合失調症ってどんな病気？｣

講師：奄美地区障がい者等基幹相談支援センター

精神保健福祉士 大津 敬氏

②交流会

■第２回 ９月 ６日 金 １４時～１６時

①体験談：病気と付き合う患者さんの思いを聴こう！

②講話：｢くらしを支える社会資源のお話｣

講師：名瀬保健所職員

③交流会

■第 回 月 金 １４時～１６時

①家族 ※ ：こんなとき家族はどう対応する？

講師：公益財団法人慈愛会奄美病院

精神保健福祉士 西牟田 智子氏

②交流会
※ ：社会生活技能訓練（日常生活上のコミュニケーション

の方法を集団で学習･習得していく訓練）

【会 場】大島支庁４階中会議室

【対象者】統合失調症患者のご家族

【費 用】無料

【主 催】大島支庁地域保健福祉課（名瀬保健所）

【申込み】参加をご希望の方は 平成 ６年 月 日（火）

までに名瀬保健所へ電話でお申し込みください。

なお，ご希望する回だけの参加も可能です。

※申し込みいただいた個人情報は，今回の家族教室でのみ使用し，

外部にお知らせすることはありません。

～お申し込み･お問い合わせ～

大島支庁地域保健福祉課地域支援係（名瀬保健所）

担当：吉村・勇 電話：０９９７－５７－７２４３
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町からのおしらせ
Information from town 
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

　人なつっこくお茶目で、毎日とびきりの笑顔を見

せてくれる映花。保育器に入っていたことを忘れて

しまうくらい元気にすくすくと成長している姿に、

うれしさと感謝の気持ちでいっぱいです。これから

どんな女の子になっていくのかな。すっとずっと見

守っています！（父母より）

若松　映
はるか

花ちゃん（湾）
（父　洋介・母　弓子）

島袋　七
な な と

海翔くん(９歳）（右）・翔
と き

生くん（３歳）（左）
（塩道） ( 父　涼次・母　咲也香）

今月の花 ～アオノクマタケラン（青野熊竹蘭）・クマタケラン（熊竹蘭）・ゲットウ（月桃）～

　今月の『きかい』の題字をじょうずに書いて
くれた早町小学校６年の子どもたちに将来の夢
を話してもらいました。
　『き』の字を書いてくれた大山咲

さ わ

羽さんの夢
は「保育士」。『か』の字を書いてくれた保科
果
か な み

南さんの夢は「薬剤師」。『い』の字を書いて
くれた中山海

か い と

士くんの夢は「大工」だそうです。
　みなさんの将来の夢が叶いますように！！

－今月の題字－

　完璧主義者でお調子者の長男・七海翔の夢は警察

官。女の子に間違えられていた次男・翔生も戦隊も

のが大好きで、今ではすっかりシシィ坊へ成長！！

　２人の笑顔に日々癒されています。これからも兄

弟仲良く助け合いながら心身共に大きくなってね。

夢に向かって頑張って！！（父母より）

アオノクマタケラン クマタケラン ゲットウ

　

梅
雨
時
期
前
後
に
咲
く
『
ゲ
ッ

ト
ウ
』、『
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
』、『
ア

オ
ノ
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
』
の
花
。
こ

の
３
つ
の
花
は
似
て
い
る
が
、
特

に
葉
の
形
は
同
一で
見
分
け
が
つ

き
に
く
い
。
ど
れ
も
シ
ョ
ウ
ガ
科

ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
属
。

　
『
ゲ
ッ
ト
ウ
』
の
花
は
垂
れ
下

が
っ
て
咲
き
、
３
つ
の
中
で一
番
大

き
い
花
を
咲
か
せ
る
。
花
が
咲

い
た
跡
に
は
、
赤
色
に
熟
す
と

果
皮
が
裂
開
す
る
実
を
つ
け
る
。

ま
た
こ
の
花
は
、
別
名
サ
ネ
ン
バ

ナ
と
い
わ
れ
、『
島
の
ブ
ル
ー
ス
』

の
歌
詞
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
花

言
葉
は
爽
や
か
な
愛
。

　
『
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
』
の
花
は
立

ち
上
が
っ
て
咲
き
、
こ
の
中
で
は

二
番
目
に
小
さ
い
花
を
咲
か
せ
る

が
、
実
は
な
ら
な
い
。
昔
か
ら
島

で
は
、主
に
こ
の
葉
を
ハ
サ
ムッ
チ
ー

（
サ
ツ
マ
イ
モ
と
も
ち
米
粉
な
ど

で
つ
く
っ
た
餅
）
に
使
っ
て
い
る
。

花
言
葉
は
不
明
。

　
『
ア
オ
ノ
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
』
の
花

も
『
ク
マ
タ
ケ
ラ
ン
』
同
様
、
立

ち
上
が
っ
て
咲
き
、
こ
の
中
で
は

１
番
小
さ
い
花
を
咲
か
せ
る
。

花
が
咲
い
た
跡
に
は
赤
色
の
か
わ

い
い
実
が
な
り
、
葉
は
3
つ
の
中

で
１
番
細
く
見
分
け
が
つ
き
や
す

い
。
花
言
葉
は
深
い
関
係
。
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まだわあさんど

秋田　一明さん

（大正 15 年生・88 歳・上嘉鉄）

　
今
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
「
野
菜
づ
く
り
」
と
微
笑
む
一

明
さ
ん
。
一
明
さ
ん
は
、
野
菜
の
生
長
が
な
に
よ
り
も
楽
し
み
で

今
の
生
き
が
い
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
一
明
さ
ん
も
戦
時
中
の
話

し
に
な
る
と
厳
し
い
表
情
で
、「
輸
送
船
で
グ
ア
ム
な
ど
に
赴
く
途

中
、
2
度
船
が
敵
襲
に
遭
い
沈
没
し
た
が
、
運
良
く
助
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
平
家
森
周
辺
で
陣
地
を
構
え
て
い
た
と
き
に
は
、
何
度

も
銃
撃
戦
を
体
験
し
、
大
変
な
時
代
だ
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
一
明
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
や
っ
ぱ
り
「
野
菜
づ
く
り
の
た
め

に
畑
に
行
っ
て
草
む
し
り
な
ど
を
す
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

<

萌
葉
会>

集
う
中
ミ
サ
イ
ル
発
射
北ほ

く
ち
ょ
う

朝
の　

打
て
ば
打
た
る
る
こ
と
知
れ
強
く

誉
め
上
手
や
る
気
出
さ
せ
る
人
が
居
る　

長
所
見
つ
け
て
さ
り
げ
な
く
誉
め

ベ
ー
ル
と
れ
目
に
青
葉
の
飛
び
こ
み
て　

花
鳥
万
物
歓
び
の
季

卒そ
つ
じ
ゅ

寿
な
る
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
感
し
き
り　

ス
コ
ア
ー
も
見
事
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

静
け
さ
や
茶
室
中
の
水
の
音　

木
々
の
さ
さ
や
き
さ
え
ず
る
小
鳥

住
み
慣
れ
し
我
喜し

ま界
離
れ
子こ

ら等
の
元　

終つ

い
の
住
み
家
は
老
人
ホ
ー
ム

子
や
孫
に
見
守
ら
れ
っ
つ
夫
が
逝
く　

有
難
う
に
合
掌
を
残
し
て

我
が
祖
母
は
意
図
の
魔
術
師
お
こ
っ
た
糸
も　

静
か
に
ほ
ど
く
ふ
し
ぎ
な
手
元

水み

な

づ

き

無
月
の
雨
の
慕な

さ

け情
に
蘇

よ
み
が

え
り　

濡
れ
て
輝
く
あ
じ
さ
い
の
紅べ

に

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

鑑
砲
弾
炸
裂
つ
づ
く
一
日
橋　

駆
け
抜
く
ぬ
か
る
み
屍
体
重
な
る

鮮ち
血
に
染
ま
り
し
与よ

ざ座
の
泉
の
ほ
と
り
な
る　

主
亡
き
屋
敷
の
蔦

つ
た

草
か
な
し

美 

代　

イ 

シ

平 

島　

初 

子

井 

澤 

紀
美
子

前 

田 

喜
代
美

豊 

島　

文 

子

高 

田 

エ
ツ
ミ

弘 

岡　

稲 

子

ル
ー
ニ
ー 

い
ね
子

豊 

島　

   

瞳

佐 

東 

喜
三
郎

喜 界 町 の 推 計 人 口
（平成 26 年６月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,471 戸（△ 4）
人 口  ・・・・ 7,450 人 （０）

男   ・・・・ 3,612 人（2）
女   ・・・・ 3,838 人（△ 2）

（　）は前月比

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

梶
　
原
　
蛍ほ
た

　
琉る

（
研
人
・
赤
連
）

吉
　
川
　
　
　
結ゆ
い
（
幸
治
・  

湾  

）

赤
　
木
　
萌め
い

　
咲さ

（
真
人
・
赤
連
）

　   

氏
　
　
名    

　（
保
護
者
・
住
所
）

　
氏
　
名
　        （
年
齢
・
住
所
）

　  

氏
　
　
名
　     （
住
所
）

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

政
　
木
　
光
　
成

喜
　
田
　
茂
　
彦

揃
　
江
　
盛
　
雄

晴
　
峯
　
武
　
進

佐
　
藤
　
サ
ナ
ミ

池
　
田
　
ナ
ツ
子

梶
　
原
　
ヨ
　
リ

　

文
　
園
　
元
　
一

揃
　
江
　
清
　
志

喜
　
田
　
幸
　
利

本
　
島
　
千
　
佐

中
　
島
　
和
　
夫

久
　
保
　
重
　
子

政
　
木
　
星
　
子

（
80
才
・  

湾 

）

（
89
才
・
川
嶺
）

（
80
才
・
中
里
）

（
79
才
・
西
目
）

（
92
才
・
坂
嶺
）

（
76
才
・
佐
手
久
）

（
86
才
・
中
里
）

（
早
町
）

（
中
里
）

（
川
嶺
）

（
阿
伝
）

（
荒
木
）

（
荒
木
）

（ 

湾 

）

納付をお忘れなく！（７月）
【税】固定資産税・国民健康保険税・

介護保険料第２期　　　　7/31まで
【使用料】７月分公営住宅・簡易水道・

下水道使用料・保育料 7/31まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

■ 

寄
付
金
（
一
般
）

屋
　
　
　
妙
　
子

　

（
上
嘉
鉄
）
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しま興し祭りミニスナップ

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成26年７月21日～８月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館）です。

すこ・・・・ 旧すこやかセンター
自然・・・・ 自然休養村管理センター
子育・・・・ 子育て支援センター
コミ・・・・ 役場コミュニティーホール
グラ・・・・ 総合グラウンド
中公・・・・　中央公民館

微笑ましいダンス 会場に咲いた美しい花

姉妹都市伊佐市の出店

高校生の作品

日 月 火 水 木 金 土

７／２１ ７／２２ ７／２３ ７／２４ ７／２５ ７／２６

●海の日
●サマースクー
ル①｢夜光貝の
アクセサリーを
つくろう｣（中
公）

●図書館の開

館時間変更

（9:30 ～ 18:30）

（～ 8/31 ま

で）

●集団予防接種

（ す こ　14:00

～ 15:30）

７／２７ ７／２８ ７／２９ ７／３０ ７／３１ ８／１ ８／２

● サ マ ー ス

クール②｢親子

で挑戦！発掘体

験｣（発掘現場、

中公）

●厚生連健診

結果報告会（自

然　9:00 ～

13:30）　

（～ 8/1 まで）

●展示「永遠

の０　～あの

頃の喜界島～」

（図書館～ 8/31 ま

で）

●喜界町夏ま

つり（各会場

～ 8/3 まで）

８／３ ８／４ ８／５ ８／６ ８／７ ８／８ ８／９

●夏まつりフ

ネィンカー競

漕大会

（湾漁港 12:00 ～）

●喜界町リー

ダー育成サマー

キャンプ（自然

　～8/7まで）

●資料休館日

（図書館）

●サマースクー

ル③④「戦中戦

後の食料を学ぶ」

｢戦跡バスツアー

｣（中公、現地）

８／１０ ８／１１ ８／１２ ８／１３ ８／１４ ８／１５ ８／１６

●母子相談

(0～1歳児)（子

育 　 1 1 : 0 0

～）

●精神巡回相談

（診療所　8::30

～・ ～ 8/14

まで）

●体操教室

（ コ ミ　19:00

～ 20:30）

●体操教室

（ コ ミ　9:30

～ 11:00）

８／１７ ８／１８ ８／１９ ８／２０

●青少年ふるさ
と大会（ グ ラ
　8:30 ～）
●サマースクー
ル⑤｢紙飛行機
づくりに挑戦し
よう！｣（中公）

●母子相談

　（2歳児～）

（子育 11:00 ～）
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